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み
ど
り
の
総
合
科
学
科
・

岡
田
穣
ゼ
ミ
の
学
生
を
中
心

と
し
た
６
人
が
専
門
科
目

「
課
題
研
究
」
の
一
環
と
し

て
４
月
２７
日
、
歌
志
内
市
の

「
旧
空
知
炭
鉱
倶
楽
部
（
現

・
こ
も
れ
び
の
杜

記

念

館
）
」
を
訪
れ
、
炭
鉱
の
遺

構
と
往
時
の
面
影
が
残
る
庭

園
を
見
学
し
た
。

同
施
設
は
１
８
９
７
年

（
明
治
３０
）
に
建
設
さ
れ
、

増
改
築
を
重
ね
な
が
ら
１
９

９
５
年
（
平
成
７
）
の
閉
山

ま
で
迎
賓
館
と
し
て
皇
室
関

係
者
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

来
賓
を
歓
待
し
た
建
物
。
現

在
は
西
洋
風
の
本
館
と
数
寄

屋
造
り
の
別
館
が
修
復
さ

れ
、
「
空
知
に
残
る
炭
鉱
関

連
施
設
と
生
活
文
化
」
と
し

て
２
０
０
１
年
に
北
海
道
遺

産
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
岩
見
沢
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
そ
ら
ち
炭
鉱
の
記

憶
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
」
と
の
共
同
研
究
と
し
て

建
物
の
ほ
か
、
施
設
周
辺
の

庭
園
の
現
状
や
建
物
か
ら
の

見
え
方
を
観

察
し
、
利
用

者
が
ど
の
よ

う
に
庭
園
を

楽
し
ん
で
い

た
か
の
把
握

に
努
め
た
。

今
後
は
測

量
調
査
や
景

観
調
査
を
行

い
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
用
い
て
当

時
の
様
子
を

再
現
し
、
今

秋
に
開
催
さ
れ
る
日
本
造
園

学
会
北
海
道
支
部
大
会
の
学

生
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
を

目
標
と
し
て
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
同
学
会
が
推
進
す

る
「
北
の
造
園
遺
産
認
定
事

業
」
に
お
い
て
、
当
施
設
を

申
請
す
る
際
の
基
礎
資
料
と

し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

４
月
２６
日
、
「
美
唄
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
、

本
学
か
ら
学
生
２１
人
が
参
加

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
っ
た
。

美
唄
市
衛
生
協
力
会
連
合

会
が
主
催
す
る
同
企
画
は
、

公
園
や
道
路
沿
い
な
ど
市
内

の
各
地
域
を
市
内
の
企
業
や

学
校
に
所
属
す
る
有
志
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
す
る
活

動
。
本
学
で
は
学
生
部
が
参

加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
専

門
科
目
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
の
単
位
の
一
部
と
し
て

換
算
さ
れ
る
。

当
日
は
時
折
雨
が
ぱ
ら
つ

く
天
気
と
な
っ
た
が
、
学
生

た
ち
は
第
一
農
場
前
か
ら
国

道
１２
号
線
ま
で
の
約
１

の

通
学
路
で
、
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
紙
く
ず
な
ど
を

分
別
し
な
が
ら
て
い
ね
い
に

掃
除
し
た
。

１
時
間
に
わ
た
る
活
動
で

７０
㍑
入
り
の
ゴ
ミ
袋
１０
袋
分

を
拾
い
、
通
学
路
は
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
っ
た
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

で
学
ぶ
留
学
生
４
人
が
、

美
唄
市
に
桜
を
増
や
そ
う

と
活
動
す
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
桜
ロ
ー
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
」の
活
動
に
協
力
し
た
。

５
月
７
日
、
美
唄
市
に

あ
る
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
の
林
業
試
験
場
で
配

布
用
苗
木
の
準
備
を
手
伝

っ
た
。参
加
し
た
学
生
は
、

小
林
昭
裕
教
授
の
指
導
の

も
と
、
約
１
０
０
本
の
苗

木
の
根
を
持
ち
運
び
や
す

い
よ
う
に
袋
で
包
み
、
保

管
場
所
へ
運
搬
。
こ
の
苗

木
は
５
月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
「
美
唄
さ
く
ら
ま
つ

り
」で
無
料
配
布
さ
れ
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
で
、
国
内
最
大
・
最
北
の

マ
ガ
ン
の
寄
留
地
で
あ
る
美

唄
市
西
端
の
宮
島
沼
。
今
年

も
多
く
の
マ
ガ
ン
が
飛
来

し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
７
万
羽

以
上
が
羽
を
休
め
た
。

４
月
２６
日
、
放
課
後
に
学

生
４
人
が
宮
島
沼
を
見
学
に

訪
れ
た
。
夕
焼
け
の
空
か
ら

沼
に
向
か
い
、
Ｖ
字
や
波
状

の
編
隊
を
組
ん
で
四
方
八
方

か
ら
飛
ん
で
く
る
、
約
５
万

８
０
０
０
羽
の
マ
ガ
ン
の
群

れ
に
、
学
生
た
ち
は
目
を
奪

わ
れ
て
い
た
。
道
外
出
身
の

久
保
田
知
奈
さ
ん
（
商
経
２

・
東
京
都
ト
キ
ワ
松
学
園

高
）
は
「
初
め
て
見
ま
し
た

が
、
す
ご
か
っ
た
の
一
言
で

す
。
編
隊
を
組
ん
で
飛
来
す

る
光
景
に
感
動
し
ま
し
た
。

今
度
は
早
朝
に
何
万
羽
の
マ

ガ
ン
が
一
斉
に
沼
か
ら
飛
び

立
つ
の
を
見
て
み
た
い
で

す
」
と
語
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
興
味
に
合
わ

せ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
「
科
学
実
験
ク
ラ

ブ
」
が
、
今
年
度
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
作
り

に
挑
戦
し
て

い
る
。

き
っ
か
け

は
ク
ラ
ブ
の

先

輩

で

あ

り
、
今
春
、

み
ど
り
の
総

合
科
学
科
を

卒
業
し
た
加

藤
大
介
さ
ん

の
研
究
。
市

販
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
を

１
５
０
本
以
上
集
め
、
そ
れ

ら
の
特
性
を
デ
ー
タ
に
ま
と

め
た
。
そ
の
試
飲
に
参
加
し

て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

椎
名
健
一
さ
ん
（
商
経
２
・

茨
城
県
太
田
第
一
高
）
、
天

野
正
作
さ
ん
（
商
経
２
・
神

奈
川
県
相
模
原
総
合
高
）
、

佐
藤
邦
洋
さ
ん
（
商
経
２
・

青
森
県
八
戸
工
大
第
二
高
）

の
３
人
が
「
既
製
品
で
は
な

く
、
今
度
は
自
分
た
ち
の
手

で
作
っ
て
み
よ
う
」
と
動
き

出
し
た
。

現
在
は
ポ
ッ
ト
に
種
を
植

え
、
温
室
で
育
成
し
て
い
る

段
階
で
、
５
月
下
旬
に
は
プ

ほ

じ
ょ
う

ラ
ン
タ
ー
や
圃
場
に
定
植
す

る
。
果
実
が
取
れ
次
第
、
加

工
し
て
試
飲
を
行
う
予
定

で
、
食
塩
の
添
加
量
や
果
実

の
鮮
度
な
ど
を
変
え
、
味
や

特
性
の
変
化
を
調
査
す
る
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
「
育
苗

し
て
い
る
中
に
は
イ
タ
リ
ア

産
の
珍
し
い
品
種
も
あ
り
、

ど
ん
な
実
を
つ
け
、
ど
ん
な

風
味
の
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
の

か
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
。

ま
た
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
溝
延
学
教
授
は
「
育
苗
は

順
調
だ
が
、
今
後
は
病
害
虫

な
ど
の
防
除
が
課
題
。
３
人

と
も
農
作
業
に
ま
じ
め
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
文
系
の
学

生
に
し
て
お
く
の
が
惜
し
い

く
ら
い
だ
」
と
述
べ
た
。

在学生のご父母を対象とした父母懇談会を春・秋の２回、開催します。全

体説明会、学科説明、個別面談を実施し、教育方針や学生の活動の様子など

を報告します。

また、当日はＪＲ美唄駅前～本学間の無料送迎バスを運行します。

詳しくは本学ホームページでご確認ください。 教務係�０１２６（６３）０１０４

▲ コブシ

▲ 温室で育苗の生育状態を確認する

メンバーたち（左から溝延教授、

椎名さん、天野さん、佐藤さん）

炭鉱遺産（迎賓館）を見学

日
本
造
園
学
会
北
海
道

配布用苗木を準備
留学生４人が参加

支
部
大
会
で
発
表
予
定

みどりの総合科学科・岡田穣ゼミ

キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
にに

春春

到到
来来
��

オリジナルトマト

ジュース作りに挑戦

▲ エゾムラサキツツジ

「科学実験クラブ」

▲ 岡田准教授（右端）の説明を聞く学生たち

▲ 本館を見学

桜桜
ロロ
ーー
ドド
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
にに
協協
力力

春
期
父
母
懇
談
会

６
月
２６
日
（
日
）

▲

フ
キ
ノ
ト
ウ

１４
時
開
催

会
場
∥
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

「「
美美
唄唄
クク
リリ
ーー
ンン
作作
戦戦
」」実実
施施

マ
ガ
ン
の
寄
留
地

宮
島
沼
を
見
学

▲ 夕方、宮島沼に戻るマガンの大群

▲ 見学に訪れた４人の学生（右端が久保田

さん）

学生２１人が清掃活動

▲

側
溝
ま
で
熱
心
に
ゴ
ミ
を

拾
う
参
加
者
た
ち

５
万
８
０
０
０
羽
の
群
れ
に
感
動

▲

写
真
は
昨
年
の
学
科
説
明
の
様
子

第４８８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）５月１５日（７）


